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１．概要 

・日 時：2025 年 8 月 22 日（金）  

午前の部（ブース展示）  10：00～12：00 

午後の部（分科会、全体会）12：30～16：30 

・会 場：岡山コンベンションセンター 

・ブース出展：31 団体 

・活動発表：   6 団体 

・進行役：大森哉絵 氏（NPO 法人だっぴ コーディネーター） 

・参加者：269 名（午前：161 名、午後：108 名）  ※事務局スタッフを除く 

 

 

 

 
図 1．参加者の年代（N=60） 図 2．参加者の所属（N=60） 

 

  

図 3．参加者のこれまでの参加回数（N=60） 図 4．参加したきっかけ（N=60） 

  
図 5．ブース展示の満足度（N=39） 図 6．活動発表の満足度（N=14） 
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図 7．分科会の満足度（N=50） 図 8．全体会の満足度（N=49） 

   

２．全体スケジュール 

時刻 内容 

10:00 

ブース展示 

・ブース交流（31団体） 

・活動発表（6団体） 

※自由来場、自由交流 

12:00 受付開始（午後の部） 

12:30 
開会挨拶、趣旨説明 
・おかやま環境教育ミーティング実行委員会 実行委員長 林美帆氏 

・岡山県環境学習協働推進広場「かんきょうひろば」事務局 多田正和 

12:45 
オリエンテーション 
 ・NPO法人だっぴ コーディネーター 大森哉絵氏 

 ・今の気持ちと今日持ち帰りたいもの 

13:10 
分科会 
・事例発表、体験活動の共有等（5テーマ） 

15:30 
全体会 
・NPO法人だっぴ コーディネーター 大森哉絵氏 

・ふりかえり、わかちあい 

16:15 
閉会挨拶、クロージング、写真撮影 
・おかやま環境教育ミーティング実行委員会 副実行委員長 黒田聖子氏 

・岡山県環境学習協働推進広場「かんきょうひろば」事務局 多田正和 

16:30 閉会 
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３．内容 

ブース展示および活動発表 

・ブース展示は今年度も自由来場方式を採用した。この結果、来場者が多く集まった。 

・自由に交流できる場としてブース展示を実施した。ブース交流を通じて、出展者と参加

者、出展者同士、参加者同士のつながりが生まれて大いに盛り上がっていた。 

・企業・NPO・学校などが活動を発表し、参加者は各団体の取り組みを知ることができた。 

表 1 ブース出展団体一覧（31 団体） 

1 NPO 法人タブララサ 

2 おかやまエコマインドネットワーク 

3 ＮＰＯ国際協力研究所・岡山(ＩＣＯＩ)、ふくしまボランティア岡山隊 

4 自然体験リーダーズクラブ 

5 岡山県森林インストラクター会 

6 桃環プロジェクト 

7 倉敷市自然の家 

8 旭川源流大学実行委員会・鏡野町風力発電を考える会 

9 岡山水産物流通促進協議会(おかとと) 

10 釣り人みんなで、ごみ拾い 

11 KASAOKA BLUE RAISE 

12 公益財団法人おかやま環境ネットワーク 

13 特定非営利活動法人グリーンパートナーおかやま（おかやま海ごみゼロ大作

戦中高生実行委員会） 

14 小中学生環境活動家 Crew 

15 グリーンコープ生協おかやま 

16 岡山 ESD 推進協議会 

17 JICA 中国 

18 中国四国地方環境事務所 

19 倉敷市環境学習センター 

20 岡山ガス株式会社 

21 株式会社西日本アチューマットクリーン 

22 あさくち さとしょう de eco る課！！ 

23 with FASHION co. 

24 アサヒ化工株式会社 

25 藤クリーン株式会社 

26 岡山大学附属中学校科学部科学班 

27 岡山県立玉島高等学校 サイエンスチームたまっこラボ 

28 岡山県立倉敷工業高等学校（マイクロプラスチック発生抑制グループ） 

29 岡山県立倉敷工業高等学校（SDGs 普及啓発グループ） 

30 岡山県立水島工業高等学校 工業化学科 

31 ノートルダム清心学園 清心中学校・清心女子高等学校 
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表 2 活動発表団体一覧（6 団体） 

1 with FASHION co. 

2 アサヒ化工株式会社 

3 特定非営利活動法人グリーンパートナーおかやま（おかやま海ごみゼロ大作

戦中高生実行委員会） 

4 ノートルダム清心学園 清心中学校・清心女子高等学校 

5 岡山県立水島工業高等学校 工業化学科 

6 岡山県立倉敷工業高等学校（SDGs 普及啓発グループ） 

 

   

   

ブース展示および交流 

   

   

活動発表 
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開会挨拶、オリエンテーション 

・オリエンテーションでは、参加にあたってのチェックイン、参加者同士で簡単な自己紹

介、今の気持ち、期待度などをジェスチャーで表現し、参加者同士で自己紹介を実施し

た。 

・最後に参加する上で少しでも楽しく、また主体的な学びを得るための心構えを共有し

た。 

 

   

開会挨拶 オリエンテーション 会場全体 

分科会 

・全体は 5 つのテーマに分かれて実施した（詳細は下記参照）。 

・各分科会は、第 12 回おかやま環境教育ミーティング実行委員を中心に、依頼講師および

ファシリテーターと連携して企画・運営を行った。内容は多岐にわたり、各分科会におい

て活発な意見交換が見られ、参加者が楽しみつつ相互に学習できる場となった。 

 

 

① 地球温暖化・気候変動ってなぁに？ 

【話題提供者】柏原 拓史氏（岡山県環境保全事業団 環境学習プラザ「アスエコ」） 

【実行委員】室 貴由輝（岡山県教育庁） 

      阿部 友彦（岡山市立御南中学校・特定非営利活動法人国際協力研究所・

岡山（NPO ICOI）） 

【概要】 

「地球温暖化」「気候変動」という言葉は知っているものの・・・そもそもどんな

問題か？SDGs の達成まであと 5 年で、自分たちに何ができるのか？どう行動してい

けばいいのか？そういった素朴な疑問を、柏原氏（アスエコ）と一緒に考えた。「気

候変動」「異常気象」の基礎知識、私たちができる「緩和」と「適応」について、話

を聞きながら、自分自身の「行動計画」を立て、同テーマの参加者と意見共有しなが

ら考えた。 

【実施内容】 

1. 話題提供者の自己紹介 

2. 参加者の知っていること・知りたいことの共有 

3. 話題提供者（柏原氏）による「気候変動」についての説明 

 ・「気候変動」と「異常気象」 

 ・「地球温暖化」の影響 

 ・わたしたちができること「緩和」 
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 ・わたしたちができること「適応」 

4. わたしの「行動計画」を立てる→それぞれの個人テーマを知る 

5. 同テーマのグループで「行動計画」について話し合い・発表 

【まとめ】 

・今回、気候変動についての初心者向け講座として分科会を開催し、参加者も高校生

や大学生といった若者 5 名をはじめ、行政・企業・NPO の関係者と多様な方々に参

加していただいた。地球温暖化・気候変動に関する基礎的な情報から、今後の予

測・影響など詳しく説明され、参加者からも「気候変動と異常気象の違いなど、客

観的な情報が得られました」と意見があり、起きていることの理解を始め、学びが

深まったと思われる。 

・自分たちにもできる対策として、断熱や家電製品選びなどの情報も提供いただいた

ので、参加者から、「自分にできることはないと思っていたが、たくさんあること

に気づくことができた。」「自分に何ができるか考える時に、無理をしてはいけな

いというのが印象に残りました。」というような感想があり、ゴールとしていた自

分たちにできる「緩和・適応」について、ともに考え、行動するつながりをつくる

ことが達成できたと思う。 

 

② 「知ってるのにできない」を語ろう―環境と生活を哲学する 

【話題提供者】松川 えり氏（岡山のてつがくやさん） 

【実行委員】林 美帆（岡山理科大学） 

      有吉 修亮（美咲町立柵原学園・特定非営利活動法人国際協力研究所・岡

山（NPO ICOI）） 

【概要】 

しっているのにできないを語ろう。単語などは意味はしっているが実際に行動して

はいないことを出し合って、なぜできていないのか、どうやったらできるのかをコミ

ュニケーションを深めながらアイスブレイク、環境以外の例で知っているのにできな

いこと環境の例、環境問題について、エコバックについてしっているのにできないこ

とを共有すると同時に、認識のレベル感の違いを知り、そこを揃えていく必要がある

と感じた。分科会の目的のひとつに、もやもやを残すこと。環境教育ミーティング参

加者は環境に対する意識が高い人が多いが、一般の方は環境問題は知っているけど何

もしていない人が多いと思われる。そこをどう意識付けをしていくかが難しいと考

え、そこがもやもやした。人に危機感を感じさせるという意見があったが、危機感も

人によってレベル感が違う。気づかせ、行動させることはやった方が良いが、難しい

と考えた。 

【実施内容】 

1. 話題提供者の自己紹介 

2.アイスブレイク（第一問）環境以外の例で普段の生活の中で知っているのにできな

いことを語ろう！ 

3. 環境のことで知っているのにできないことを語ろう！ 

 ・グリーン電力について（知っているけど導入できていな） 

 ・ペットボトルについて（マイボトルを持っているが買ってしまうことがある） 
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 ・地球温暖化（行動に移せていない） 

4.まとめ（普段から知っているけどできないことを意識することが大切。環境教育ミ

ーティングの様な場を通じて伝えていくことが大事） 

【まとめ】 

・普段、会議の中で積極的に発言することは難しい人がいるとは思うが、「哲学」と

いう切り口によって、参加者同士のコミュニケーションが深まり、話し合いが促進

されていた。様々な考えが出てきて、何かの問題を考える上で、こいうった場が必

要だと感じた。 

・記録者の感想として、分科会のインパクトは大きかった。知っているけどできない

ことが世の中に多いことを気づかされた。環境問題に気づくきっかけを頂けた。環

境問題に関わる中で、何か行動に移しやすくなっていると感じている。具体例とし

て自分の中でペットボトルの使用量は減っているし、エコバックも活用している。

自分の行動が変わるきっかけとなる分科会だった。 

 

③ プラスチックごみを資源にスイッチする私たちの行動～循環型社会と持続可能な未来

のために～ 

【話題提供者】山本 浩行氏（藤クリーン株式会社） 

       吉田 章裕氏（岡山市環境局環境部環境事業課） 

【実行委員】友延 栄一（岡山市環境局環境部環境保全課） 

梶山 彩佳（藤クリーン株式会社） 

【概要】 

＜山本浩行氏＞ 

 株式会社藤クリーンの会社概要を動画とパワーポイントで説明し、特に昨年から稼働

を開始した「プラスチック資源循環センター」の内部工程について力を挙げて説明され

ており、搬出された廃プラスチックの選別には機械や人の手も加わり大変な面もある

が、廃プラスチックのリサイクルの大切さを説明した。 

＜吉田章裕氏＞ 

 「プラスチックごみは何ごみですか？」という全体への問いかけに対し、「自治体ご

とに違う」という答えを参加者に伝え、プラスチックごみに関する関心を高め、サーキ

ュラーエコノミーへの転換の必要性等の説明を行った。 

【実施内容】 

・以下の課題に対して、グループ(4 人 1 組の 4 グループ)で考え、意見を出し合った。 

・課題：ゴミの分別について 

・内容：様々な物を実際に広げ、それが「資源化物」「プラ資源」「粗大ごみ」「不

燃ごみ」「小型家電」「可燃ごみ」のどれに該当するか考える。 

・参加者が悩んだ点：容器等に液体が残っていたり、汚れがついていたりした場合、

どこまでが許容されてプラスチック資源となるのかがわかりにくい。物によっては

材質がわからない（CD 等）。プラスチックと金属が混ざっている物の分別がわか

らない。 
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・参加者から出た意見：プラスチックなら「プラマーク」を全ての製品に付けてほし

い。リチウムイオン電池がある場合はその表記がほしい。全国統一の一律の分別基

準を作ってほしい。 

【まとめ】 

・グループワークを通して、ゴミの分別の難しさや、その改善に向けたアイデア等が

参加者から積極的に飛び交った。しかしその実現のためには、コスト面等多大な課

題があることを話題提供者より説明があった。そういった中で、まず身近にできる

ことは何かと問題提起があり、参加者からは「シャンプーなら詰め替えだけを買

う」「ゴミの知識と意識向上」「物を長持ちさせる」等の意見・感想があった。 

 記録者としても、自己の意識啓発の場として非常に有意義な時間をいただいたと感

じている。話題提供者の説明もわかりやすく、環境に詳しくない方へも頭に入る内

容であった。次回協議については未定である。 

 

④  「自然と共に生きる」を考えよう ～生物多様性と私たちの暮らし～ 

【話題提供者】兵藤 不二夫氏（岡山大学） 

熱田 安武氏・熱田 尚子氏（あつたや） 

【実行委員】黒田 聖子（ノートルダム清心学園 清心中学校・清心女子高等学校） 

沼田 有貴（岡山大学大学院 大学院生） 

【概要】 

・「生物多様性」ということばはよく聞かれる。しかし、それがどうして大切なの

か、また多様な生き物が私たちの日々の暮らしとどうかかわっているのか意識して

いる人は多くはないのではないか。 

・そこで本分科会は「生物との距離を近くに感じてもらい、自然から日々多くの恩恵

をうけていることを実感できる」ことを目標に、生態系サービスや農業と生態系の

関係、そして自然の中での子育てや生業を話題提供頂き、企画した。 

【実施内容】 

1. 実行委員あいさつ、参加者どうしで自己紹介 

2. 熱田夫妻による話題提供 

   自然の中での暮らし・日々の野遊び、ハチの駆除 

3. 兵藤先生による話題提供 

 生物多様性、生態系サービス、農業の生態系への影響 

4. 生き物(自然)から受けている恵みを個人で書き出す 

5. 書き出したものを共有し、恵みマップを作る 

（余裕があれば、あるひとつの恵みがなくなったらどうなるか想像し、ストーリーを作る） 

6. グループごとの恵みマップを発表 

7. 実行委員まとめ、話題提供者の方々からのコメント 

【まとめ】 

・“本物”を大切に真面目に生き物と向き合う熱田家の生活に感銘を受けた。兵藤先

生は科学的な視点からのお話で（昼食の後という時間帯もあり眠くなってしまう参

加者も見受けられ残念だったが）、農業が生物多様性に与える影響は大きく、様々

な課題を抱えていることを知ることが出来た。 
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・マップ作成中に「これも恵みだ！」と気づく姿もあり、グループワークで日々恵み

を受けて生活が成り立っていることを全員が実感でき目標を達成できたと思う。自

然と共に生きるための課題や具体策までを話し合うことはできなかったが、それぞ

れのグループで参加者のフィールドや体験と踏まえて思い思いのマップが出来てお

り、交流が盛り上がっていたことが印象的だった。 

 

⑤ 現代アートを通じて、問いを深める学びの探究 

【話題提供者】藤原 綾乃氏（公益財団法人 福武財団） 

間部 俊一氏（株式会社 ベネッセコーポレーション） 

【実行委員】長門 正憲（岡山ガス株式会社お客さま部営業企画グループ） 

西江 葉琉（ノートルダム清心学園 ノートルダム清心女子大学 大学生） 

【概要】 

環境問題を考える上では、多様な価値観に気づくことが大切と考え、分科会では、

現代アートを通じて学びを深める対話型鑑賞を実施した。参加者は現代アートを題材

に対話を重ね、感じたことを言語化する中で自分の考えを整理し、他者の意見に触れ

ることで、新たな気づきを得て、多様な価値観が存在することに気付いた。 

【実施内容】 

1. オリエンテーション 

2. 対話型鑑賞のワークショップ 

 ・グループワーク① 

 ・グループワーク② 

 ・個人ワーク 

3.対話型鑑賞のふりかえり 

【まとめ】 

・参加者からは「自分の考えを整理できた」「他者の意見で新たな視点に気付いた」

との声があった。一方、中学校の先生からは答えのない問いに向き合う難しさがあ

り、若い世代にも参加してほしいとの意見があった。私自身も、参加者が多様な価

値観に触れながら自分なりの気づきを深める姿に触れ、学びの広がりを一緒に感じ

られた分科会だった。 
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分科会 

全体会、閉会挨拶、クロージング 

・例年、全体会の開始が予定よりも遅れることが多かった。これは会場のレイアウト変更等

が要因として挙がっていた。今回、分科会開催中に、事務局メンバー等が全体会用にレイ

アウト変更を行った。この結果、予定どおり、全体会を開始することができた。 

・全体会が始まる前の休憩および移動時間中、異なる分科会同士になるように 4～5 人組の

グループに分かれ、全体会では交流を行った。 

・参加者同士で簡単な自己紹介をした後に、1 日の「ふりかえり」と「わかちあい」として

以下の設問に対してキーワードを書き、グループ内で意見交換を行い、1 日の学びや気づ

き、想いについて一人一人整理し共有した。 

① 10 年後の社会や地域の環境をよりよくするために、今から私たちができること

は何でしょうか？ 

② ①の答えを環境教育や環境問題に全く興味がない人にどう伝えますか？ 

③ 今日一番の収穫、今日の感想 

 

・会場全体に向けて、自分が感じたことや共有したことについて、自ら発表したい方やグル

ープ内での他薦により、フリップに書いた内容や想いを発表、共有した。会場全体が活性

化し、多くの意見が交わされた。 

   
全体会 閉会挨拶 
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集合写真 
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４．アンケート結果 

Q．ブース展示の満足度を教えてください 

 

 

 図 9．ブース展示の満足度（N=39） 

 

Q．ブース展示の感想を教えてください（※一部抜粋） 

⚫ いろいろな活動の展示が観れて有意義でした。次回は来訪者参加型の展示にしたいと思

いました。 

⚫ もう少し時間があっても良いかな感じました。 

⚫ 他団体の活動事例を JICA 隊員として活動する際の参考になるものがありました。" 

⚫ 高校生など、若い方とお話できたのが嬉しかった。 

⚫ 今回はテーマを、絞って準備しました。 

⚫ あれも、これもでなくテーマを絞った（用水路、引っ掛け棒）のは良かったと思いま

す。 

⚫ 少し時間があればな 

⚫ 色んな環境活動を知れて良かったです◎ 

⚫ 生物関係のブースが増えているように感じた。楽しかった。 

⚫ 生物多様性と廃棄物対応に関するプースが一定数ある一方、地球温暖化への対応を主要

テーマにしたブースが非常に少なかったようです。 

⚫ 少なくとも、この三大テーマのブース展示がほぼ同数になるようにするための働き掛け

が望ましいのではないでしょうか。（本当は食料問題もあると考えますが）" 

⚫ 桃環プロジェクトの展開にびっくりしました。 

⚫ 丁寧に説明してくださり、刺激になり、参考になり、勉強になりました。 

⚫ それぞれに環境に対して熱い思いをもって活動されていることが素晴らしいと感じた。 

  

大変満足

51%
満足

41%

普通

8%
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Q．活動発表の満足度を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10．活動発表の満足度（N=14） 

 

Q．活動発表の感想を教えてください。（※一部抜粋） 

⚫ 会場を有効活用できてよかった 

⚫ 沢山の方に聞いていただける工夫が必要 

⚫ ブース展示を回っていると聞けない（聴けない）のがもったいない気がしました。 

⚫ 中高生が一生懸命発表されていて素晴らしいと感じた。 

⚫ 高校生の活動発表がとてもよくまとまっていてわかりやすかったです。 

 

 

Q．分科会の満足度を教えてください。 

 

図 11．分科会の満足度（N=50） 

  

大変満足

54%

満足

36%

普通

10%

大変

満足

50%

満足

43%

普通

7%
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Q．分科会の感想を教えてください。（※一部抜粋） 

⚫ いろんな意見を聞けれて興味深かったです。子どもたちの未来のためにエコなど頑張っ

ていきたいです。 

⚫ プラ資源活用のための分別（岡山市ルール）については勉強になりましたが、プラスチ

ック問題の本質ともいえるリュースにつながる話し合いがしたかった。 

⚫ ちょっと別の方向から考えることができて、良かったです。 

⚫ とても深い学びとなりました。 

⚫ とても難しい事もあったが今の問題について考えれた。 

⚫ 一般市民もプラスチックゴミを資源と捉える必要活動あるがまずは環境問題を自分事と

捉えている物が小さいことから行動するのが大切と感じた。 

⚫ 行政、企業ももっと分かりやすく、正しい説明が必要" 

⚫ 具体的なサンプルがあり、分かりやすかった。 

⚫ 講師自身も多くの参加者も、生物多様性・地球温暖化・プラゴミを始めとした廃棄処理

等の地球規模の環境課題についての必要十分な知見と解決策イメージを持つことなく正

常化バイアスが掛かった状態のままで、後半の環境問題について自分ができていないこ

とを交流しようとするため、環境問題への対応は人それぞれで構わないのではないかと

いう、前半の｢（環境以外で）自分が知っていても出来ないこと｣からの抽出に引っ張ら

れて、課題解決のための行動変容には結びつかない着地を迎えてしまったと評価させて

いただきます。ということは、地球規模での環境課題に直面している現実を注視するこ

ともなく、将来世代への責任と義務を果たすことなく、自由と利己的であることの判別

をつけることなく自身の行動変容の必要性を感じていない参加者が大半であることのこ

との裏返しだと評価して、次に向かってどのように PDCA を回すのかが問われるのでは

ないでしょうか。" 

⚫ 色んな暮らし方や立場の人の意見を聞けて新鮮でした◎ 

⚫ 生物多様性とは…の話でしたが奥が深いです" 

⚫ 全般的に良かったと思います。ただ、2 時間ほどの時間の中で、もう少しテーブルごと

の情報交換に時間が欲しかったですね。そういった意味では講師からの情報提供が少し

多かったかも知れません。 

⚫ 対話することっておもしろい。 

⚫ 対話型鑑賞は、作品選びの工夫により、環境問題を考えるのにも適したツールになるの

が確認できて良かったです。（フォーラムの主旨と照らし合わせると物足りない方もい

たかも知れませんが）ファシリの方が環境問題に誘導しようとしすぎないのも、本人の

内側から気づきを導くことが出来て（個人的には）良いと思いました。特に後半のワー

クは、現代アートという題材を通じて、自分自身の関心やテーマを深く探求する非常に

興味深い体験でした。これは大人にとっても有効な学びのプロセスだと感じました。 

⚫ 哲学楽しかったです。いろんなところでやってみたい。 

⚫ 様々な立ち位置の方とお話しができた 

⚫ 事例、話題提供は大変良かった" 

⚫ いろいろな分野の方と話ができてよかった。グループ分けをもう少し幅広い年代にする

などして欲しかった。 

⚫ とても面白く色々な方の考え方を聞く事が出来刺激を受けました。 
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⚫ 意外と 10 代 20 代が参加しており、環境問題・温暖化対策に関心があるのだと感じた。 

⚫ 考えさせられるところがたくさんあった。よかった。 

⚫ 自由に発言できたので良かった。 

⚫ 他人の見方、考え方を聞くことで新たな視点を得られることを体感した。 

⚫ 地球温暖化の話から広がって様々な環境問題に対する知識を得れたので面白かった 

⚫ 同じテーマで語り合える場はとても有意義だと実感しました。 

 

Q．全体会の満足度を教えてください。 

 

  
図 12．全体会の満足度（N=49） 

 

Q．全体会の感想を教えてください（※一部抜粋） 

⚫ カタリバ、ダッピ形式で効率よく展開されていたと思いました。テーマごとに話す時間

がもう少しあっても良かったと思います。 

⚫ また来年を楽しみにしています。 

⚫ みんなの行動がひとつにまとまる  を下さい  が良かったです◎ 

⚫ "環境についての課題はここにあるとおもうから、 

⚫ 関心のないひと、どう伝えるかっていう問いはとてもよかった。" 

⚫ "個人で行動変容できていない参加者に、環境には関心が全くない他人にどのようにアプ

ローチするかを問うことの意図が理解できません。まずは、どうすれば自分自身が行動

変容することが出来るのかを問うことからがスタートではないのでしょうか。 

⚫ 司会の方の取り回しが素晴らしかったです。限られた時間の中で初めての方々と深い交

流が出来たのも楽しかったです。参加者の方々の問題意識の高さが感じられました。 

⚫ 自分では発見できなかった考え方を幅年代の方々の考えから見出せることができた 

⚫ "情報交換をすることで予想外の意見があり、新しい発見にも繋がった 

⚫ また、他団体とも繋がりができた" 

⚫ 新たな人と出会ったことは良かった 

⚫ 進行が簡潔で、分かりやすくて、良かったと思います。 

⚫ 多くのことがしれてよかった 

大変満足

59%

満足

33%

普通

8%
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⚫ 短い時間の中で意見を言い合えるのが面白かった。 

⚫ 難しい問いを一緒に考えることができてよかった。 

⚫ 分科会ごとにまとめて代表発表するなどしてみるのも面白いかもしれないが時間が足り

ないだろうか。 

⚫ 話し合いは少人数だったので緊張せず話し合いができました。高校生もいて、きちんと

意見を持っていてすごいなと思いました。 

⚫ 〈想い〉を共有できて、よかった。 

⚫ いろんな世代が会話するのが良い。 

⚫ ちょうど良い時間で、心地良い空間でした。 

⚫ 生物多様な世代、考え方と触れることができて自分の考えを変えるきっかけになりそう

だった 

⚫ 全体会はとても良かったです。 

⚫ 他の人と関われて良かった。 

⚫ 多くの人と話が出来て楽しかった。 

 

 

Q．本ミーティングに参加して新しいつながり、知識、スキルなどが見つかり、次のアクシ

ョンについて、手ごたえやヒントが見つかりましたか。 

  

図 13．新しいつながり、知識、スキルなどが見つかり、次のアクションについて、 

手ごたえやヒントが見つかったか（N=60） 

 

【見つかった手ごたえやヒント（一部抜粋）】 

⚫ とりあえずやれることをやっていこう、とポジティブな気持ちになりました 

⚫ とりあえず行動することが大事。いままでとちがう角度で、アウトプットすること

ができるとおもしろいと思う。 

⚫ 横の繋がりを広げていくこと、楽しくサスティナビリティを追求すること、若者を

巻き込んでいく大切さといった気づきを得ました。特に、若い人達が真ん中に･･･と

いう意識を持つことが大きな力になると思いました。 

⚫ 会社の活動場所近くの団体と知り合えて嬉しかったです。自然を守る活動をいっし

ょにしていければいいと思いました。 

見つかった

92%

見つからな

かった

8%
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⚫ "環境に対して興味無い人の心を動かす事は難しいんだなと思いました。 

⚫ そして、食によって関心を持ってもらえる事なのかもと思いました◎" 

⚫ 環境活動の今後の展開と、次世代へのつたえ方 

⚫ 行動変容をするための正確で必要十分な情報提供の機会を増やすことの必要性（法

制化・条例制定せずに主体的な行動変容によって持続可能な社会構築を目指す場

合）。 

⚫ "今回のブーステーマの一つ 用水路でごみ回収する道具「引っ掛け棒」で誰にでも

簡単にレジ袋などが回収できることが参加者の体験からも明らかになって今後の普

及に自信となった。 

⚫ 今後、情報交換を続けたい団体、人とのつながりが出来た。" 

⚫ 今後、チリの小さな街でゴミ分別、削減の啓発活動を小中学生に向けてする予定で

す。体験型の出前講座をされてる団体の事例はかなり参考になった。体験する事で

より身近に感じてくれるのではと思う。 

⚫ 今日得た情報や人脈を活用して、より知識や経験を深めたい 

⚫ 次のイベントのアイデアが得られた 

⚫ 自分がやろうとしている活動のヒントがあったような気がする 

⚫ 自分の言葉で伝えることが大切。 

⚫ 生物多様性とは生物のためだけではなく人間のためでもあること 

⚫ 対話が環境活動の中でもっと活発になるように 

⚫ 分科会から新しいつながりができ、少しづつつながって活動の輪が広がるきっかけ

になるのではと感じました 

⚫ このようなイベントがあればまた参加したい 

⚫ ノートルダム清心のダルマガエル観察会に参加させていただきます。 

⚫ もっと植物（木）を知りたいと思った 

⚫ 海の活動をいろいろ知ることができた。 

⚫ 他団体や他企業の取り組みを見て参考になりました。 

⚫ 当事業の認知度 
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５．まとめ  

【全体考察】 

ʾ 今回、午前の部（ブース展示・活動発表）は、昨年度に引き続き、自由来場形式を採用

した。昨年度よりも参加者が多く集まる結果となったことから、今後も自由来場形式を

続けていくのが良いと思われる。 

ʾ アンケートの結果（ブース展示）から、ブース展示は全体として高い満足度が確認され

た。「いろいろな活動の展示が観れて有意義」「色んな環境活動を知れて良かった」

「丁寧な説明が刺激・参考・学びになった」といった声が多く、各団体の熱意と実践が

来場者の学びやモチベーション向上につながったことが推察される。また、他団体の活

動事例が参考になったとの意見や、高校生など若い世代との交流を喜ぶ意見もあり、学

びとネットワーキングづくりの場を創出することができた。 

ʾ 活動発表については、今年度初めての試みとして実施した。団体取組を参加者に知って

もらう場としての役割を担った一方で、紹介者の声が聞きとりにいくい、ブース展示を

見ていると発表が聞けない等の課題が見つかった。これらの課題を精査し、来年度以降

発表方法等について検討する必要がある。 

ʾ アンケートの結果（分科会）から、120 分の分科会は「楽しかった」「深い学びがあっ

た」「新たな視点を得た」との声が多数あった。また「他者の見方に触れ考えを広げら

れた」、「具体事例によって理解が進んだ」といったコメントが見られ、学びや気づき

を創出する場になっていた様子がうかがえる。 

ʾ アンケート結果（全体会）から、限られた時間の中でも深い交流が生まれた点に対し、

満足度の高いコメントが多くあった。特に「関心のない人にどう伝えるか」といった難

易度の高い問いを、世代や立場の異なる参加者同士で率直に議論できたことが印象的で

あり、新たな視点の発見や他団体とのつながりが生まれたとの声が多数あった。 

ʾ 参加者からは「良い刺激になった」「想いを共有できた」「多くの人と話せて楽しかっ

た」「来年も楽しみ」といった前向きなコメントが多数寄せられた。次回も、問いの深

さと参加しやすさの両立を大切に、世代を超えた対話から学びの場、つながる場、協働

の場を、おかやま環境教育ミーティングからの創出を目指していく。 

 

６．実行委員会開催スケジュール、実施プロセス 

●実行委員会開催スケジュール、実施プロセス 

・5 月 13 日  第 1 回実行委員会：開催方針共有、企画概要検討 

・5 月 15 日  開催決定案内、ブース出展者募集の開始 

・5 月 20 日  第 2 回実行委員会：分科会の実施内容検討、広報検討 

・7 月 16 日  第 3 回実行委員会：分科会、全体会の実施内容 

・7 月 18 日  一般参加者募集の開始 

・8 月 22 日  第 12 回おかやま環境教育ミーティング開催 

・9 月 30 日  第 4 回実行委員会：次回の開催に向けたふりかえり 
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●主催および実行委員 

主催：おかやま環境教育ミーティング実行委員会 

岡山県、公益財団法人岡山県環境保全事業団 

実行委員長  林  美帆（岡山理科大学） 

副実行委員長 黒田 聖子（ノートルダム清心学園 清心中学校・清心女子高等学校） 

実行委員   有吉 修亮（美咲町立柵原学園・特定非営利活動法人国際協力研究所・

岡山（NPO ICOI）） 

阿部 友彦（岡山市立御南中学校・特定非営利活動法人国際協力研究

所・岡山（NPO ICOI）） 

梶山 彩佳（藤クリーン株式会社経営企画部） 

友延 栄一（岡山市環境局環境部環境保全課） 

長門 正憲（岡山ガス株式会社お客さま部営業企画グループ） 

西江 葉琉（ノートルダム清心学園 ノートルダム清心女子大学 大学生） 

沼田 有貴（岡山大学大学院 大学院生） 

室 貴由輝（岡山県教育庁） 


